
ＰＣＢ、鉛等有害物質の含有が不明な大型鋼構造物塗装は、塗装工事や解体工事を行う前にPCB、鉛等有害
物質の含有量を分析により調べる必要があります。

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」によりPCB廃棄物は2026年度末ま
での処理が義務付けられています。

当社は塗膜中ＰＣＢ等各種分析において豊富な経験があり、ＰＣＢ含有時の塗膜くず等ＰＣＢ汚染物処分に関し
ても多数の処分支援実績があります。

▶当社の測定方法

塗膜中のＰＣＢ等含有量分析
大型鋼構造物の塗装工事や解体工事等の際は、塗膜中のPCB、
鉛等有害物質の事前調査が必要です。

塗膜中のＰＣＢ等含有量分析
大型鋼構造物の塗装工事や解体工事等の際は、塗膜中のPCB、
鉛等有害物質の事前調査が必要です。

ＰＣＢ廃棄物として処分しない場合でも
特別管理産業廃棄物判定を行う必要があります。

当社はその場合でも責任を持って分析に対応いたします。

塗膜中の各種含有量分析（作業環境上の事前調査およびPCB廃棄物処分のために行う分析です）

橋梁 タンク
船舶

鉄塔

※特定化学物質障害予防規則、鉛中毒予防規則等で、基準濃度が定められています。

・周辺環境への有害物質飛散
・作業者の有害物質暴露リスク

塗膜中のPCB含有量が0.5mg/kgを超えた場合、「ポリ塩化ビフェニル汚染物等の該当
性判断基準について」によりPCB廃棄物に該当し、廃棄物処理法に基づき適正に処分
する必要があります。

基準濃度を超える場合は、施工開始にあたり
飛散防止措置及び作業者保護の対策が必要です。

ＰＣＢ等、有害物質の含有量分析についての重要性

作業環境上

PCB廃棄物処分

 

分析項目 測定方法
ＰＣＢ 低濃度ＰＣＢ含有廃棄物に関する測定方法（第5版）第２章-８．塗膜くず（含有量試験）GC/QMS法

鉛 ＪＩＳ　Ｋ　５６７４　鉛・クロムフリーさび止めペイント

クロム 同 上

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



▶塗膜中のＰＣＢ等、有害物質の事前調査と分析結果判定について

テクノ中部は分析だけでなく、試料採取から処分まで一貫したサービスで、
お客さまのご負担を最小限にPCB廃棄物処分を支援します。

廃棄処分についてもご相談ください。

お客さま

御見積

書類調査

PCB等、有害物質は
含まれない

見積依頼
（試料採取 有・無）

御見積書ご提出

分析依頼（試料採取含む）

分析依頼（分析のみ）

速報

報告書・請求書を提出

※調査方法は別途ご相談に応じます。

※試料量は、PCB、鉛、クロムの
　含有量で1試料当り100gです。

PCB等、有害物質含有の疑いあり
または、不明

試料採取

含有量分析

分析結果報告

高濃度PCB廃棄物処分 一般の産業廃棄物処分低濃度PCB廃棄物処分

PCB等、有害物質の含有量 判明

❶作業環境上の対応が必要となります。
　 ・周辺環境への有害物質飛散
　 ・作業者の有害物質暴露リスク
　  特定化学物質障害予防規則 ▶ PCB、クロムは、1%で適用
  　鉛中毒予防規則 ▶ 鉛は、検出で適用
 ❷PCB濃度により産業廃棄物の処分先が変わります。

試料採取

当社

処分先：中間貯蔵・環境安全事業（株）（JESCO） 低濃度PCB廃棄物無害化処理施設（民間）
※PCB濃度5，000mg/kg超は一部施設のみ

※特別管理産業廃棄物判定が必要です。

PCB濃度：100,000mg/kg超過 PCB濃度：100,000～0.5超mg/kg PCB濃度：0.5mg/kg 以下

高濃度PCB廃棄物はすべてのエリアで、処分期間を終了しました。
分析の結果、高濃度PCB廃棄物と判明した場合は早期に自治体およびJESCOへ連絡してください。

PCB等、有害物質の
含有量により
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■測定分析部

TEL 052-614-7164
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検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp
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（測定分析部）
認 証 取 得


